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神奈川県立総合教育センター研究集録25:16～20.2006 

         

カリキュラム・マネジメントに関する研究 
－小・中学校におけるグランドデザインの作成を中心に－ 

 

 猪 熊 直 樹１ 

小・中学校のカリキュラム・マネジメントを展開することにおいて重要となるグランドデザインについて、

学校の活性化と教職員の学校運営への参画意識の向上に視点を置き、全教職員が関わりながら作成していくた

めの具体的手順と取組を提案する。 

 

はじめに 

 

今、学校における教育活動や教員の指導の在り方の

変革が求められている。平成 17年 10月に中央教育審

議会が「新しい時代の義務教育を創造する（答申）」

の中で、「我々は、これからの新しい義務教育の姿と

して、子どもたちがよく学びよく遊び、心身ともに健

やかに育つことを目指し、高い資質能力を備えた教師

が自信を持って指導に当たり、そして、保護者や地域

も加わって、学校が生き生きと活気ある活動を展開す

る、そのような姿の学校を実現することが改革の目標

であると考える。」と述べているように、学校が、生

き生きと活気ある活動を展開していくためには、広い

視野に立った学校づくりや学校全体のカリキュラム、

教員の指導の在り方について、教員一人ひとりが今ま

で以上に考えていく必要がある。 

学校で生き生きと活気ある活動を展開していくため

の一つの有力な手段としてカリキュラム・マネジメン

トがある。カリキュラム・マネジメントとは、カリキ

ュラムを計画し、実施し、評価し、改善を図るという

一連のサイクルをもったシステムであり、学校経営の

中核的機能を担うものである。 

学校の教育活動を充実させるためには、全教職員で

カリキュラム・マネジメントに取り組んでいくことが

重要であり、それを積極的に推し進めていくことで、

より良い学校づくりにつながっていくと考えられる。 

 

研究の目的 

  

本研究は、生き生きと活気ある活動を展開する学校

づくりを実現するために、教職員のカリキュラム・マ

ネジメント能力の養成・向上に資することを目的とす

る。 

 本年度は、カリキュラム・マネジメントを展開す

る上で、最も重要となる学校のグランドデザインとの

関連を整理し、有効なカリキュラム・マネジメント実

施のためのグランドデザインの作成に焦点を当て、具

体的な手順と取組を明らかにする。 

 

研究の内容 

 

１ カリキュラム・マネジメントとグランドデザイン 

カリキュラム・マネジメントの定義は、様々ある

が、これまで当センターでは、次のようにとらえて

きた。すなわち、カリキュラム・マネジメントとは、

「学校または教師が学校教育目標に基づき、児童・

生徒や地域等の実態を踏まえて開発したカリキュラ

ムを、編成＝計画（Plan）し、実施＝展開（Do）し

て点検＝評価（See）、改善（Improvement）を図る

という一連のサイクル（PDSI）を計画的・組織的に

推進していくための条件づくり・整備を行い、経営

的な活動を展開していくこと」（梶 2003）である。 

なお、現在、当センターではこの「一連のサイク

ル」のうち、点検＝評価の（See）を（Check）とし、

改善の（Improvement）を（Action）として、「PDC

A」としており、本研究もこれに倣った。 

カリキュラム・マネジメントにおいて、重要なこ

とは、当然のことではあるが、学校教育目標の具現

化に向けて展開されるということにある。 

しかし、往々にして、教職員は、自分が担当する

学級や自分の担当する教科に熱心に取り組むあまり、

また、現実的な忙しさに気をとられるあまり、学校

教育目標の実現といった広い視野から教育活動を見

つめ直すことが比較的少ない傾向がある。 

目指す目標が明確でなければ、何のためにマネジ

メントをするのか、という部分が欠落してしまい、

マネジメントの意味がない。カリキュラム・マネジ

メントを有効なものにするためには、教職員が学校

教育目標に盛り込まれた目指す児童・生徒像、教師

像、学校像を常に思い描き（グランドデザイン）、

それに向けて PDCA のサイクルを作ることが大切で

ある。 

さて、教職員が目指す児童・生徒像、教師像、学

校像を明確にし、そこに至る道筋を探すには、まず

は学校のグランドデザインをしっかり描くことであ

る。  

学校のグランドデザインとは、児童・生徒や保護

者、地域社会の願いや期待を踏まえ、各学校が自校
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の目指す学校像や育みたい児童・生徒像を描き、そ

の実現を図るため、学校教育全体の中の具体的な課

題と方策を考え、組織的に取り組んでいるかを示し

た基本構想である。 

グランドデザインはカリキュラム・マネジメント

を展開するための地図となる重要な計画であり、目

標に至る道筋を明確に示すものである。 

このグランドデザインを全教職員が参画して作成

することにより、教職員一人ひとりが目指す児童・

生徒像、教師像、学校像を共通理解することができ

る。そして、その実現に向け、広い視野に立って教

育活動を捉え直すことで、意義あるカリキュラム・

マネジメントを展開することができるのである。 

当センターでは、「カリキュラムデザイナー育成

講座」（平成 15、16年度）、「学校のグランドデザ

イン～カリキュラム・マネジメントを中心に～」（平

成 15 年度）、「特色ある高校づくりに向けたカリキ

ュラム・デザイン」（平成 16 年度）等の講座におい

てグランドデザインについての研修を実施してきた。

その内容を踏まえ、グランドデザインを描くに当た

って、どのような手順や取組が必要であるのかにつ

いて、具体的に提案する。 

２ グランドデザイン作成のための組織と手順 

グランドデザインを作成するに当たってのポイン 

トは、全教職員がその作成に参画することである。

そのためには、教職員同士がより良い学校を作るこ

とについて、十分に話し合うことのできる機会を持

つことが必要である。そこで、作成の流れの中で２

回のグループ会議を開催し協議する。こうした経過

をたどることによって学校が活性化されると同時に

教職員一人ひとりに学校運営への参画意識が生まれ

る。また、多くの教職員の様々な発想や経験を生か

すことができる。 

学校内外の情報を収集し分析して、グランドデザ

インの原案を作成するには、ある程度の少人数で臨

むことが効率的である。神奈川県では平成18 年度よ

り各学校に分掌組織の統括である企画会議が置かれ、

学校運営上の重要事項に関する企画立案等を行うこ

とになる。この企画会議がグランドデザインの作成

の中核組織となり、原案を作成することが妥当であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グランドデザイン作成の具体的手順 

(1) グループ会議による教職員の課題把握 

 ア 学校内外の環境を分析する 

学校の強みは何か、学校の問題点は何か。そ

れらを知るためには、学校の外部環境と内部環

境を把握することが大切である。そのための分

析方法の一つとして SWOT（スウォット）分析を

活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SWOT 分析では、始めに、学校を取り巻く外部

環境要因の分析及び把握を試みる。まず、学校

にとって影響のある外部環境要因を一つ選び、

その外部環境要因が学校にとって支援的に働く

場合と阻害的に働く場合を考察する。このよう

な分析を、幾つかの外部環境要因について繰り

返し行う。 

次に、内部環境要因を分析する。内部環境要

因も一つひとつの要因の事実や特徴について、

学校の強みと弱みを明らかにする。内部環境要

因としては、人的な要因として、児童・生徒、

教職員、ＰＴＡ、児童・生徒会、学校評議員な

どが考えられる。また、校舎、教室、グランド、

体育館、プール、パソコン、教材・教具などの

物的な要因もある。さらに、教育課程、時間割、

学校行事、教育方法、校風・伝統、雰囲気など

の要因も考えられる。 

教職員各自がこうした分析を行い、グループ

内で結果を整理し、学校内外の環境のプラス評

価的要因とマイナス評価的要因を明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 教師一人ひとりが課題解決の意識を持つ 

SWOT 分析から得られた情報を課題として整理第１図 グランドデザイン作成の手順 

第３図 例：外部環境要因の SWOT 分析 

第２図 SWOT 分析 

 
企画会議 企画会議 

グループ 
会 議 

 

学校の環
境を分析
し、課題
を把握す
る 

情報を収
集、分析
し課題を
整理する 

目標やそ
の実現の
ための方
略を協議
する 

原案を作
成する 

グループ
会 議 

原案を検
討、協議
する 

職員会議 

 

学校の弱み（－）  

弱み（Weakness） 

阻害的なもの（－）  

脅威（Threat） 

学校の強み（＋）  

強み（Strength）  

支援的なもの（＋）  

機会（Opportunity） 

内部環境要因 外部環境要因 

 

●阻害的なもの（－）   
  ･生徒の学校での活動におい  

て、小学校に配慮する場合  
がある。  

  
   

●支援的なもの（＋）   
 ・小中の連携を進めることがで

き、小学校の児童・保護者・
教職員に本校のことを理解し
てもらえる。  

・各種行事や活動について小学
校と交流することができる。 

      
・学校の隣接地に小学校がある。隣接する小学校の卒業生の 

多くが、本校に進学している。  
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し、それに対する教職員自身の意識を「学校の

課題と私の意識」シート（第４図）に記入する。

記入後は、それについての説明や協議を行う。

ここで大切なことは、教職員一人ひとりが課題

解決の意識を明確に持って協議することである。

協議結果は同様の形式のシートにまとめ、企画

会議に提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 企画会議による情報の収集と分析 

ア 児童・生徒の実態を把握する 

児童・生徒の実態把握には、日常の学習の評

価や行動の観察を欠かすことはできない。また、

学習や学校生活における児童・生徒の印象を教

職員同士で話し合うことも大切なことである。

その上で、より客観的に児童・生徒の学習状況

や生活の様子を明らかにし、正確に実態把握す

ることが重要である。 

現在、学力調査や各種のアンケートは、多く

の学校で実施されるようになったが、こうした

テストや調査を活用すると、今まで見えていな

かった児童・生徒の長所や短所、願いや課題等

が明らかになる。児童・生徒が身に付けている

学力の現状を調査したり、生活実態を調査した

りするなどして正確な実態把握に努める。 

イ 保護者や地域社会の願いを把握する 

保護者や地域社会の願いを把握することは、

学校が地域社会とともに取組ができる目標を設

定するため、また、学校・保護者・地域社会の

相互協力ができる教育環境を作るための重要な

情報となる。 

    調査方法には、聞き取りやアンケート等が考 

えられるが、調査内容を吟味し、項目を絞って 

実施する。また、調査結果は保護者や地域社会 

に公開し、学習面や生活面での願いを保護者や 

地域社会と共有する。そうすることによって、 

学校と保護者・地域社会が一体となった、より 

効果的な教育活動ができる。  

ウ 情報を分析し、課題を整理する 

教職員が記入した「学校の課題と私の意識」 

シートや実施したアンケートの結果から見えて

くる課題を明らかする。また、課題を整理する

に当たっては、優先順位を決めて、解決すべき

課題を焦点化していくことが必要である。情報

の分析や課題の整理が終わった段階で、結果は、

全教職員に提示する。 

(3) グループ会議での協議 

グループ会議での協議を活性化するためには、 

どのような児童・生徒を育てていくか、どのよう

な教師や学校になることを目指すのか、というこ

とを教職員一人ひとりが思い描く必要がある。そ

のために、企画会議から示された課題を基に目指

す児童・生徒像、教師像、学校像を描き、それを

実現するための方向や手段を個人ごとに「私の目

指す生徒像、教師像、学校像」シート（第５図）

に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
第５図 例：「私の目指す生徒像、教師像、学校

像」シート 

第４図 例：「学校の課題と私の意識」シート 

学校の課題と私の意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラス評価的要因 
○地域が協力的で学校への理解が
ある 

○教職員の共通理解が図りやすい  

○素直な生徒が多い 

マイナス評価的要因 
○生徒の学習の習熟度の幅が大き

い   

○学習に意欲的でない生徒が増え

てきた 
○級友に対する乱暴な態度や言動

が目立つ 

○教職員の平均年齢が高い 

課題の整理 

○ベテランの教職員が多く、豊かな経験を基に学習指導ができるが、教材

研究や新たな教育課題への対応に向けて消極的である点が見られる 
○人とのコミュニケーションや関わりが上手にできない生徒が少なくな

く、また、生徒個々は素直だが級友との関係が希薄である 
○地域の方々は協力的であるので、それを生かす取組がもっとあると良い 
 

私の意識 

○時代に即応した研修を深める必要がある 
○地域と協力して生徒の心を育てていくことができないか 
 

氏名 

私の目指す生徒像、教師像、学校像 
            
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 標 
○生徒像 

・他人を思いやる心を持ち、互いを認め合い、ともに生きていく生徒 
・基礎・基本を身に付け、主体的に問題を解決しようとする生徒 

○教師像 
 ・生徒、家庭、地域のために尽力する教師 
 ・生徒、家庭、地域の方々に信頼される教師 
○学校像 
 ・家庭、地域とともに生徒を育てる学校 

・生徒が明日も来たくなる学校 

今年度の方略 
○基礎学力の定着のため、個に応じた指導を行う 
○豊かな心を育むため、集団を生かした体験活動を行う 
○地域や△△小学校との連携した取組を実施する 

どんな手段で取り

組んでいくのか？ 

具体的取組 
・より良い授業にしていくために、生徒による授業評価を実施する。 
・個々の生徒の学習ペースに合わせ、理解を深めるために、習熟度別に

よる授業の時数を増やす。 
・豊かな心を育むために、道徳教育の中に体験活動を取入れるようにす

る。また、生徒のボランティア活動を推進する。 
・地域と連携したあいさつ運動を実施する。 
・△△小学校と連携を深めるために、△△小６年生の部活動の体験入部

を実施する。また、△△小の児童を合唱祭のリハーサルに招く。 
 

どんな方向で実現

するのか？ 

氏名 
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教職員各自のシートを基にグループで検討、協

議し、改めて同様の形式のシートにグループの考

えをまとめる。また、具体的取組をまとめる際は、

目標を実現するために効果が大きく、しかも着手

が容易な取組から優先順位を付けて記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 企画会議による原案作成 

グループ会議でまとめられた「私の目指す生徒

像、教師像、学校像」シートについて企画会議で

検討を行い、グランドデザインの原案を作成する。 

原案例として下図に示す。（第７図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グランドデザインの構成要素としては、学校教

育目標、重点目標、学校が掲げる教育理念、教育

課程、特色ある教育活動、具体的取組、社会の要

請、教育界の動向、学習環境の整備、教職員研修

・指導体制、保護者・地域の方々の活動参加等が

挙げられる。また、学校教育目標は、目指す学校

像、育みたい児童・生徒像の実現に向けた中・長

期的な目標であり、重点目標はその年度に実現す

ることを基本にする。 

グランドデザインを図で表現する場合は、記述

内容をフレーム化し、体裁を工夫する。 

 (5) 職員会議での協議 

   企画会議で作成された原案を教職員全員で検討、

協議する。ここでも、多くの教職員が自分の意見

を述べ、共通理解ができるまで十分に話し合うこ

とが重要である。また、職員会議の結果によって

は、企画会議で原案を修正する作業も必要になっ

てくる。 

(6) グランドデザインを公開する 

グランドデザインが決定したら、学校評議員や 

保護者、地域社会に説明するとともに、広く公表

する。説明や公表に当たっては、分かりやすい内

容とすることが大切である。例えば、学校便りや

インターネット上に掲載したり、入学者説明会や

ＰＴＡ総会等の機会で説明したりすることができ

る。また、地域社会には回覧や地区懇談会等を活

用して説明することも考えられる。 

(7) 具体的取組の明確化  

具体的取組については、担当する各グループ（学

年、教科、分掌）が確実に年間指導計画の中に位

置付け、その取組の評価方法についても計画して

おく。 

また、教職員が、各グループにおける具体的な

取組と重点目標達成とが結びついていることを明

確に分かるようにする工夫も大切である。企画会

議では、どのグループが、いつ、何を行うかをPD

CA に基づいて記述した一覧表（第 1 表）を作成す

る。これにより重点目標達成に向けた取組を明確

にし、教職員全員がそれぞれの取組の目的と意味

を共有でき、取組に対する意識を高めることがで

きる。 

(8) 教職員一人ひとりの目標、取組の設定   

グランドデザインの中に示された取組だけでな 

く、それぞれの教職員には担当する学年・学級、

教科、分掌がある。教職員一人ひとりが分担する

教育活動の中で目指す児童・生徒像、教師像、学

校像を具現化するための目標を設定する。その際、

客観的な評価ができる目標を立てることが重要で

ある。また、さらに目標達成に向けた具体的な取

組を設定する。 
 

第６図 具体的取組の優先順位 
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第７図 例：グランドデザイン 

 

自らよく考え、学んでいく生徒たち  

他人を思いやる心を持ち、互いを認め合い共に生きていく生徒  
基礎・基本を身に付け、主体的に問題を解決しようとする生徒  

心身ともに健康で、活力がある生徒 

○基礎学力の定着のた
め、個に応じた指導を
行う 

○豊かな心を育むため、
集団を生かした体験活
動を行う  

○健全な生活習慣を身に
付けるための取組を実
施する  

○地域や△△小学校との
連携した取組を実施す
る  

 

○生徒に分かる
授業  

○生徒による授
業へ の評 価を
生か した 学 習
活動  

○体験的な活動、
問 題 解 決 的な
活動 を取 入れ
た授 業へ の期
待 

 

○基礎的・基本的
な学 力を 身に
付けてほしい 

○学校と連携を
図り な が ら 生
徒を 育て て い
きたい 

○学校内外を通
じ生 徒の 生 活
の充 実と 活 性
化を図りたい 

○不登校問題の
解決  

長期休業中の個
別学習指導の実
施 
生徒による授業
評価の実施  
週３回の朝読書
の実施 
 

授業時数の４分
の１以上で習熟
度別指導を実施  
生徒への学習計
画の提示  
授業形態の工夫  
 

地域との連携した
清掃活動の実施  
学校便りの発行  
ホームページにグ
ランドデザインを
公開  
授業公開（年３回） 

栄養士とのティー
ム・ティーチング 
部活動で地域スポ
ーツ・文化クラブ
と連携  

具体的取組  

重点目標  保護者・地域の願い  生  徒 の  声  

【○○中学校グランドデザイン】 

○○中学校のめざす子ども像 
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研究のまとめ 

 

１ グランドデザインの作成について 

  カリキュラム・マネジメントで重要なところは、

学校のグランドデザインを描くところにある。グラ

ンドデザインは前述したように学校の基本構想であ

る。カリキュラム・マネジメントはグランドデザイ

ンに沿って、計画、実施、評価、改善の取組をする

ことであり、グランドデザインとカリキュラム・マ

ネジメントは切り離すことはできない。本研究の成

果は、学校がグランドデザインを描くための具体的

手順と取組について整理して提案することができた

ことである。 
しかし、グランドデザインを描いたからといって

も、有効なカリキュラム・マネジメントに直結する

わけではない。大切なことは教職員個々が、グラン

ドデザインと日常の教育活動を結びつけるように常

に意識してカリキュラム・マネジメントを展開する

ことである。全教職員がそれぞれの役割分担の中で

グランドデザインに沿って PDCA のサイクルを回し

て教育活動を改善することが、育みたい児童・生徒

像や目指す学校像、教師像の実現につながっていく。 

２ 今後の課題 

日常の教育活動におけるカリキュラム・マネジメ

ントの在り方を検討していく必要がある。具体的に

は、教育課程及び単元、授業における計画、実施、

評価、改善のそれぞれの段階での取組を明らかにす

ることが今後の課題となる。 

 

おわりに 

 

調査研究協力員会では、各校の事例を収集し、より

良い学校づくりに向けた取組について協議するととも

に、グランドデザインを描く際に必要となる取組につ

いて検討を重ねた。今年度の成果を基に、次年度さら

に研究を深めていきたい。 

 本研究を進めるに当たって多大な御協力をいただい

た皆様に厚く感謝申し上げる。特に、千葉大学教授天

笠茂氏には多くの御教示をいただいたことに深く感謝

する。 

［調査研究協力員］ 

 座間市立相武台東小学校   木島 美智子 

平塚市立松原小学校     磯部 博之 

小田原市立白山中学校    堀  賢一郎 

［助言者］ 

 千葉大学          天笠 茂 
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第１表 例：具体的取組の一覧表 

 

担 当  計画（Plan） 実施（Ｄｏ） 評価（Ｃｈｅｃｋ） 改善（Ａｃｔｉｏｎ） 

企画会議 
集団を生かした
体験活動の全体
計画を作成する 

 （各部の計
画による） 

各部のアンケート
（生徒・教職員）や
意見聴取の結果
を分析する（年度
末） 

生徒の心の育成に効
果があった 
↓効果が低い 
全体計画の見直し 

特別活動
部 

集団を生かした
体験活動を特別
活動の年間計画
の中に位置付け
る  

・各学年 1 回
（通年） 
・全学年 1 回
（11 月） 

生徒へのアンケ
ート（各体験活動
実施後） 

友達との関係づくりに
効果があったとする回
答が全回答数の７０％
以上 
↓７０％未満 
計画の見直し 

教務部 

集団を生かした
体験活動を地域
社会・保護者に公
開する計画を作
成する 

（地域の
方々・保護
者への周
知） 
 

地域の方々や保
護者への意見聴
取（実施中） 

生徒の心の育成に効
果がある活動であると
する意見が聴取者数
の 7０％以上 
↓７０％未満 
計画の見直し 

校内研究
部 

集団を生かした
体験活動の研究
授業の実施を計
画する  

各担任 1 回
（通年） 

研究授業の実施
回数（年度末） 

全担任の研究授業の
実施（１００％） 

校内研究
部 
 

校内研修会の実
施を計画する 
  

２回 
（５・８月） 
 

研修会の実施回
数 
（年度末） 
 

 研修会の実施 
（１００％） 
 


